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作業計画、連携密に巨大プロジェクトに挑戦

設計コンセプト

高い事業性、快適な作業環境を創出

ＥＳＲ横浜幸浦ディストリビューションセンター１　完成
森を再生し、景観と調和する魅力的な空間を提供

ＥＳＲ株式会社　代表取締役　スチュアート・ギブソン 湾
岸
立
地
を
生
か
し
た
国
際
物
流
拠
点
に

（７） （第３種郵便物認可）２０２２年　（令和４年）　２月１７日　（木曜日）

■工事名称：ＥＳＲ横浜幸浦ＤＣ１新築工事
■工事場所：神奈川県横浜市金沢区幸浦１丁目８－１
■発　注　者：ＥＳＲ幸浦１特定目的会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＰＣａＰＣ造
■階　　数：地上４階
■設　　計：株式会社塩浜工業東京本社一級建築士事務所
■施　　工：株式会社塩浜工業
■工　　期：年７月日～年１月日

１階倉庫内観
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今
回
竣
工
し
た
１
期
工
事
の
床

面
積
は

約

万
平
方


１
年

後
に
完
成
予
定
の
２
期
工
事
の
床

面
積
も
同
規
模
で

あ
わ
せ
る
と

総
床
面
積
が
約

万
平
方

に
達

す
る
国
内
最
大
級
の
物
流
施
設
と

な
る

基
礎
に
は
ス
ラ
ブ
で
一
面

に
つ
な
い
だ
杭
頭
に
免
震
装
置
を

設
置
し
た
杭
頭
免
震
構
造
を

４

階
建
て
の
上
部
に
は
プ
レ
キ

ス

ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ


ト
︵
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
︶
造
を
採
用
し

て
い
る

塩
浜
工
業
の
清
水
康
博

所
長
は
﹁
免
震
構
造
や
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ

Ｃ
造
も
初
め
て
の
経
験
と
な
り
ま

し
た
が

建
物
自
体

当
社
に
と


て
は
こ
れ
ま
で
の
類
を
見
な
い

規
模
で
す

ど
の
よ
う
に
形
に
し

て
い
く
か

事
前
に
３
カ
月
か
け

て
綿
密
な
計
画
を
練
り
ま
し
た
﹂

と

着
任
当
時
を
振
り
返
る


　
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
部
材
の
施
工
に
あ

た

て
は

重
量
が
最
大
４
０


に
な
る
柱
や
梁
を
大
き
く
旋
回
さ

せ
て
建
物
内
部
に
届
け
る
た
め


橋
梁
な
ど
の
土
木
工
事
に
使
う
３

５
０

と
５
０
０

の
ク
レ

ン

で
揚
重

ク
レ

ン
以
外
の
大
型

重
機
の
数
や
種
類
も
桁
違
い
だ


た
と
い
う


　
工
期
短
縮

安
全
対
策
の
工
夫

で
は
リ
フ
ト
式
足
場
を
導
入
し


通
常
の
足
場
組
に
必
要
だ

た
作

業
者
と
足
場
の
発
注
量
を
削
減


ま
た
組
み
上
げ
る
鉄
骨
に
あ
ら
か

じ
め
安
全
用
手
す
り
を
取
り
付
け

る
こ
と
で
追
加
の
仮
設
作
業
を
不

要
と
し

工
程
の
簡
略
化
と
安
全

性
の
向
上
を
図

た


　
物
流
施
設
で
重
要
視
さ
れ
る
床

面
仕
上
げ
の
品
質
確
保
に
つ
い
て

は

海
風
が
強
い
場
所
柄

現
地

で
コ
ン
ク
リ

ト
の
乾
燥
実
験
を

実
施
し

サ
ン
プ
ル
の
状
態
を
検

査
機
関
の

日
試
験
で
確
認
し
た

上
で

配
合
や
工
法
を
決
定

ス

ラ
ブ
や

杭

基
礎

Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ

Ｃ
部
材
を
つ
な
ぐ
部
分
な
ど

場

所
や
用
途
に
応
じ
て
配
合
を
変
え

て
打
設
し
た


　
竣
工
を
迎
え

清
水
所
長
は

﹁
工
事
に
は
１
０
０
社
も
の
協
力

会
社
が
加
わ
り

作
業
者
も
１
日

７
０
０
人
を
超
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た

多
く
の
作
業
者

重
機

を
円
滑
に
動
か
す
に
は
コ
ミ

ニ

ケ

シ

ン
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
朝
礼
昼
礼
夕
方
の
ミ

テ


ン
グ
を
毎
日
欠
か
さ
ず
行

て

チ

ム
内
の
連
携
を
密
に
し

こ

の
巨
大
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
挑
戦
し

ま
し
た
﹂
と
話
し
な
が
ら
﹁
事
業

主
様
の
温
か
い
ご
指
導

当
社
の

設
計
部
門
現
場
ス
タ

フ
協
力

会
社
各
社
の
尽
力
の
お
か
げ
で


無
事

お
引
き
渡
し
す
る
こ
と
が

で
き

皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
﹂
と
謝
辞
を
述
べ
る


塩浜工業
清水所長

　
Ｅ
Ｓ
Ｒ
が
横
浜
市
金
沢
区
で
開
発
を

進
め
て
い
た
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流

施
設
﹁
Ｅ
Ｓ
Ｒ
横
浜
幸
浦
デ

ス
ト
リ

ビ


シ

ン
セ
ン
タ

１
﹂
が
完
成

し
た

横
浜
港
や
羽
田
空
港

東
京
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
日
本
の
物
流

・
国
際
貿
易
の
重
要
な
エ
リ
ア
に
立
地

し

２
０
２
５
年
に
開
通
予
定
の
圏
央

道
・
横
浜
環
状
南
線
に
よ
り
東
名
高
速

道
路
を
は
じ
め
主
要
幹
線
道
路
と
結
ば

れ
る
た
め
全
国
広
域
の
物
流
拠
点
と
し

て
の
強
み
も
備
え
て
い
る

免
震
構
造

を
採
用
し
高
い
事
業
継
続
性
を
確
保


ワ

カ

フ


ス
ト
の
充
実
し
た
ア

メ
ニ
テ

施
設

憩
い
の
空
間
と
な
る

森
を
整
備
し
て
い
る

設
計
・
施
工
は

と
も
に
塩
浜
工
業
が
担
当
し
た


夕景

メインエントランスホール

　本プロジェクトは、国内屈指の国際貿易港である横浜
港に接し、首都圏の大動脈ともいえる首都高速湾岸線へ
のアクセスに大変優れた場所に計画され、歴史的には
年に開港された横浜港、かつ文化の発信地　「横浜」
という好立地にあるマルチテナント型物流施設です。
　事業主様の「HUMAN CENTRIC DESIGN.」を理念
とした高い事業性と災害時の事業継続力と共に利用者と
環境に配慮した利便性と作業環境を提供する計画を目指
しました。

　自走式ダブルランプによる一方通行路を中央車路に配
置し南北にテナントエリアを分けた各フロア複数分割可
能な柔軟性を持ち、津波・高潮想定から１階フロアを高
く設定した免震構造の災害に強い建物としています。ま
た、「大規模倉庫における消防活動支援対策ガイドライ
ン」に対応して安全対策にも配慮しています。
　利用者に対しては、南北２カ所の最上階に海の景観を
生かしたスカイデッキを含むアメニティ施設や１階の託
児所、従来の森を生かした緑化施設を設置して配慮する
とともに、外観も白を基調に足元に海をイメージした青
を配色し、外壁に特徴のある発光可能な装飾を配して事
業主様の理念を表現しています。

株式会社塩浜工業東京本社一級建築士事務所

　既存の貴重な金沢の森を保存し元来の生命
にあふれた姿に戻すべきだと考え、「森のリ
ハビリテーション」をコンセプトに、この土地
が本来持つ活力を生かした森づくりを行い、
大人も子供も楽しめ、動物や植物にふれあえ
る魅力ある空間に生まれ変わらせました。ま
た、対岸から見たときに景観と調和し、現在
建築中の横浜幸浦ＤＣ２と連続性を持たせる
よう考えた、建物デザインにも非常に思い入
れがあります。
　横浜幸浦ＤＣ１はＥＳＲとして初の免震構

造の施設で、トルコ製のＰＣ材は私が知る中
でも世界最高レベルです。他、非常用発電機
などのＢＣＰ対策も講じており、テナント企
業様に安心してご利用いただけると自信を持
っています。また、弊社の理念「HUMAN C
ENTRIC DESIGN.」を具現化したラウンジ、
ショップ、スカイデッキ、託児所、パウダー
ルームなどのアメニティ施設が、ワーカー様
の満足度と雇用促進・人材定着率の向上にお
役に立てると確信しております。
　おかげ様で竣工時に約２万㎡（全体の約

％）は契約済となっていますが、引き続きリー
シング活動中ですので、多くの皆さまにニ
ューエコノミー（デジタル時代）のビジネス
に対応できるこの最新の施設をぜひご覧いた
だきたく存じます。
　最後になりますが、この場をお借りして、
コロナ禍の厳しい条件下において、工事に関
わって頂いた方の安全を守りながら、資材の
調達や工期の管理など無事の完成に向け尽力
いただきました、株式会社塩浜工業様と関係
各社の皆さまに心より御礼申し上げます。


